
                           

 

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２６年１１月５日（水） １１：００～１１：４０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

 

    発 表 事 項   

１．東北創生研究所「連携研究員」の委嘱について  

２．「SIP(戦略的イノベーション創造プログラム)／革新的設計生産技術」に 

工学部のプロジェクトが採択されました 

３．小国盆地は縄文時代早期より前は湖だったことが判明 

４．第 4２回山形大学模擬裁判公演のお知らせ 

５．特別展 山形大学附属博物館の古文書展 

「家の都合 男女の事情」「遊びと信心の旅もよう」２会場同時開催！ 

６．「奥の細道マイスター養成事業公開講座」について 

 

  お 知 ら せ   

１．浦戸諸島かき祭りの開催 

２．第 4回安達峰一郎記念世界平和弁論大会の開催  

３．山形在来作物研究会公開フォーラムのお知らせ 

４．山形大学校友会支援事業「山形大学卒業生講演会」の開催 

 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２６年１１月１８日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



プレス発表資料

平成２６年１１月５日

山 形 大 学

東北創生研究所「連携研究員」の委嘱について

東北創生研究所が目指す「自立分散型社会システムの構築」への研究活動等

に連携・協力していただくため、このたび、二つのモデル地域の職員５名の方々

を 「連携研究員」として委嘱しました。

１ 連携研究員とは

地域社会との連携を強化するため、本学が行う研究活動に連携・協力する

学外の方のことです。地域社会の活性化等に関する知見、技能等を有する方

について、学長が委嘱するものです。

２ 連携研究員紹介

モデル地域 現 職 氏 名（年齢） 摘 要

戸沢村 総務課課長補佐 荒川 知也 (54) 政策担当

同 政策調整係長 大宮 修太郎(41) 財政担当

産業振興公社 山崎 昇 (63) 高齢者福祉関係

真室川町 産業課課長補佐 佐藤 信和 (53) 農林担当

企画課課長補佐 奥山 新吾 (52) 企画調整担当

（任期：平成 26年 10月 10日～平成 28年 3月 31日）

３ 主な連携協力事項

① 地域振興のための総合政策

② 少子高齢化集落における地域コミュニティの再構築

③ 少子高齢化社会（人口減少社会）における行政システムの構築

④ 観光の再生・振興

⑤ 耕作放棄地の有効利用に関する研究（プロジェクト研究） 等

（お問合せ先）

山形大学東北創生研究所

准教授 村 松 真

TEL 023-695-6228
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                                平成26年11月5日 

山  形  大  学 

 
小国盆地は縄文時代早期より前は湖だったことが判明 
－山形県立小国高等学校「地域文化学」第1班の調査結果－ 

地域教育文化学部 川辺孝幸教授が講師として協力している小国高等学校の授業「地

域文化学」において，縄文時代早期より前の１万2千年以前，小国盆地には湖が広がっ

ていたことが，現地調査と山形大学高感度加速器分析センターのAMSC14年代測定の結

果によって初めて明らかになりました。 
 

◆経緯 

山形県立小国高等学校では，地域や大学と連携しながら地域学習を進めており，１年生を対象

に県内大学等の教員が講師となり，班毎に「地域文化学」の授業が行われています。第１班では，

2011年度から山形大学地域教育文化学部の川辺孝幸教授の指導のもと，「小国盆地の生い立ちを

探る」をテーマに調査・研究を行い，これまでに小国盆地の西に隣接する沖庭山山系の東斜面で

約２万数千年前に大崩壊が生じたことを明らかにしてきました。また，もし，小国盆地を流れ出

る荒川の赤芝峡で大崩壊が起り、赤川が堰き止められたら，小国盆地が水没する可能性をシミュ

レーションしてきました。 

 

◆今年度の調査結果 

先輩たちの調査・研究結果を踏まえ，過去に小国盆地が水没して湖が広がったことがあるかどうかを以

下の方法で調査したところ， 

①段丘地形のうち最も高い平坦面の発達する小国町大宮の子安神社周辺の３箇所５地点で簡易貫入

試験(*1)を実施 

→ 調査できた深さ約5mまでほとんどが泥の地層からなっていることが判明 

②最も標高の高い子安神社の北側で，簡易ボーリング(*２)により深さ約２ｍまでの柱状サンプルを採取 

→ 実際に泥の地層が続いていることを確認 

③②の柱状サンプルの上部と下部の２箇所の泥を，山形大学高感度加速器分析センターでAMS-C14

年代を測定 

→ 約1.2万年前と約1.3万年前のものであることが判明。 

縄文時代（約1万5千年前～約2800年前）早期の約1万2千年前より前に，小国盆地には湖が広がって

いたことが判明しました。 

子安神社の泥層がつくる平坦面は，堆積した後に荒川と横川によって浸食されて，現在は子安神社周

辺にしか残っていません。しかし，泥層が堆積した約1.2万年前には，泥層を堆積させた湖が，小国盆地全

体に広く広がっていたと考えられます。 

 

◆今後の予定等 

調査・研究結果を，小国高校での地域文化学研究発表会（11月18日），日本大学文理学部（東京都世

田谷区）で開かれる社会地質学会環境地質シンポジウム（11月27日，28日）において生徒たちが発表する

予定。 

小国盆地には，洪水や山の崩壊にまつわる大蛇伝説が言い伝えられています。1967年（昭和42年）8月

26日から8月29日にかけて発生した羽越豪雨の際には，赤芝峡は崩壊しませんでしたが，小国盆地に流

れ込んだ荒川と横川の多量の水によって，小国盆地内では実際に大規模な冠水被害が起きています。予



 

想外の豪雨が増えてきた近年，今後，小国盆地が水没する可能性も考えた防災対策が必要であることが

わかりました。 

 

 

約1.2万年前の湖の標高（約145m）を現在の地形に当てはめた場合の湖の広がり（左：広域，右；市街地

周辺の拡大）．楕円部分が調査地域． 

 

参考： 

簡易貫入試験(*1)： 

5kgのハンマーを50cmの高さから手動で自由落下させて、先端のコーンが10cm貫入するのにかかった

回数を測定することで，地盤の固さを調べる方法。軟らかい泥層の場合，浅い部分では数回であるが，泥

層が連続している場所では，深くなると，ロッドに泥が絡みついて抵抗が増し，数十回になる場合もある。 

 

簡易ボーリング(*２)： 

約55mmのサンプリング用鉄パイプを10kgのハンマーで打ち込んで，地層のサンプルを採取する方法． 

 

（お問い合わせ） 

 地域教育文化学部生活環境科学コース  川辺 孝幸 

電話：023-628-4425, kawabe@kescriv.kj.yamagata-u.ac.jp 

 山形県立小国高等学校 

  電話： 0238-62-2054, http://www.ygt-oguni-h.ed.jp/ 

小国高校 

(142m) 

小国町役場 

(136m) 

JR小国駅 

(139m) 

 

 

 

 

おもり 

鉄パイプ 

ビニール袋 
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                                   平成２６年１１月５日                  

山 形 大 学 

第4２回山形大学模擬裁判公演のお知らせ 

山形大学模擬裁判実行委員会は、年に１度、模擬裁判という裁判劇の公演を行

い、研究成果を発表しています。この活動は今年で４２年目になります。 

 

・模擬裁判とは 

 山形大学模擬裁判実行委員会とは、山形大学人文学部の１年生から４年生を中心

に構成される人文学部の組織で、その研究成果発表が年に一度の模擬裁判という裁

判劇の公演です。 

 模擬裁判の目的はこの裁判劇を市民の皆様に観ていただくことで、法律を身近に

感じ、その時代時代が抱える社会問題について考えていただくきっかけを作ること

にあると考えています。 

 

・模擬裁判実行委員会の設立経緯 

元々、山形大学には経済学を学ぶ「経済系」のコースしかなく、次第に学生の中で

「法律を学びたい！」という意見が出始めました。「法律系」のコースを作るには

何か実績を残す必要があり、そこで誕生したのが山形大学模擬裁判実行委員会（「も

ぎさい」）でした。珍しいのは、経済学を学ぶ学生が立ち上げたという点です。 

 山形大学「もぎさい」発足前、東北大学には既に「もぎさい」があり、その影響

も少なからずあったという話もあります。現在では、東北大学、金沢大学、岩手大

学の「もぎさい」と交流があります。 

  

・公演内容 

  テーマ ：「いじめ～救いの手はどこに～」 

  日  時：12月12日（金）開場17時30分 開演18時00分 

       12月13日（土）開場14時30分 開演15時00分 

  場  所：山形市中央公民館（az七日町６F） 

  チケット：前売り250円、当日300円（山形生協 八文字屋本店POOL  

十字屋山形店 Corich(ネット販売)） 

 

 

 

 

        

（お問合せ先） 

第42代山形大学模擬裁判実行委員会 

委員長 鈴木 利規 

（人文学部法経政策学科3年） 

Mail: 777wgpg@gmail.com 

 





 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                               平成２６年１１月５日 

山 形 大 学  

特別展 山形大学附属博物館の古文書
こ も ん じ ょ

展 

「家の都合 男女の事情」「遊びと信心の旅もよう」２会場同時開催！ 

山形大学附属博物館が所蔵する古文書をユニークな切り口で紹介します！  

 

１．主催 

 山形大学附属博物館 公益財団法人山形市文化振興事業団 山形市 

 

２．趣旨 

文化庁平成26年度地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業に採択された「山形

の古文書を未来に伝承するプロジェクト」の一貫として実施する展覧会です。山形大学の学生

も展示パネル制作などに参加し親しみやすい展示を目指します。 

 

３．各会場の展示案内 

（１）「家の都合 男女の事情」 

会期：2014年11月8日（土）～2015年1月16日（金） 

会場：最上義光歴史館（山形市大手町1-53（JR山形駅下車、徒歩15分）） 

入館料：無料 

（２）「遊びと信心の旅もよう」 

会期：2014年11月13日（木）～2015年1月18日（日） 

休館日：12月1・8・15・16日、12月29日-1月5日、1月13日 

会場：山寺芭蕉記念館（山形市大字山寺字南院4223（JR山寺駅下車、徒歩8分）） 

入館料：大人400円(20名以上の団体は1名につき320円) 

 

 

 

（お問合せ先） 

山形大学附属博物館 

高橋・佐藤 

電話 628‐4930 
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                                   平成２６年１１月５日                 

山 形 大 学 

 

「奥の細道マイスター養成事業」及び「松島町の文化 

遺産を活かした地域活性化事業」公開講座について 

今年度、開講する奥の細道マイスター奥の細道マイスター奥の細道マイスター奥の細道マイスター養成養成養成養成事業事業事業事業において、講義を公開

講座として講座受講生以外の皆様にも開放します。あわせて、松島町で

実施している地域活性化事業地域活性化事業地域活性化事業地域活性化事業の成果の一部も報告します。 

    

山形大学では平成24年度から一般市民を対象に、奥の細道についてのボランティ

アガイドを養成する「奥の細道マイスター養成講座」を開講しています。 

今年度で３年目となり、初めて、宮城県松島町を会場に上級講座を開催いたしま

す。上級講座を開催するにあたり、講義の一部を公開講座として広く一般に開放し

ます。 

あわせて、松島町でも、平成２５年度から地域に埋もれた文化遺産に光を当て、

地域の活性化に役立てるよう調査を行っております。その成果の一部を報告すると

ともに、今後の活動予定について紹介します。 

 

 

◆日時：平成２６年１２月６日（土）１３：００～１６：００ 

 

◆会場：松島町文化観光交流館 大ホール（ 宮城 県宮 城郡 松島 町 磯崎 字浜 １－ ２）  

 

◆募集定員：２００名（参加料 無料）※申込みが必要です。 

           

◆内容： 

 開会挨拶（１３：００－１３：１０） 

第Ⅰ部 講演（１３：１０～１４：４０） 

 第Ⅱ部 パネルディスカッション（１４：５０－１６：００） 

 

◆受付開始：平成２６年１１月６日（木）午前９時から 

 

（お問合せ先） 

 山形大学ＥＭ部社会連携課 

電話 ０２３－６２８－４８４３  



お問い合わせお問い合わせお問い合わせお問い合わせ

山形大学エンロールメントマネジメント部社会連携課

電話：023-628-4843 FAX：023-628-4491

E-mail:k-sangaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

よみがえる東北文化よみがえる東北文化

山形大学では、平成２４年度から一般市民を対象に、奥の細道についてのボランティアガイドを養

成する「奥の細道マイスター講座」を山形・宮城県内で開講しています。今回、初めて上級講座を開

講するにあたり、講義の一部を公開講座として広く一般に開放します。

あわせて、松島町でも、平成２５年度から地域に埋もれた文化遺産に光を当て、地域の活性化に役

立てるよう調査を行っております。その成果の一部を報告するとともに、今後の活動予定について紹

介します。

日 時 平成平成平成平成26年年年年12月月月月6日日日日 (土土土土) 13:00～～～～16:00

場 所 松島町文化観光交流館松島町文化観光交流館松島町文化観光交流館松島町文化観光交流館 大大大大ホールホールホールホール
（宮城県宮城郡松島町磯崎字浜1-2）

主催：山形大学主催：山形大学主催：山形大学主催：山形大学

共催：松島町教育共催：松島町教育共催：松島町教育共催：松島町教育委員会委員会委員会委員会

松島町松島町松島町松島町の文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会の文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会の文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会の文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会

1.

2.

3.

13：10～ 13：40

13：40～ 14：10

「「「「瑞巌寺瑞巌寺瑞巌寺瑞巌寺・・・・雄島雄島雄島雄島のののの考古学的知見考古学的知見考古学的知見考古学的知見」」」」

荒木 志伸（山形大学基盤教育院 准教授）

「「「「雄島雄島雄島雄島のののの板碑板碑板碑板碑」」」」

新野 一浩（瑞巌寺 宝物館学芸員）

「「「「芭蕉芭蕉芭蕉芭蕉がががが見見見見たたたた松島松島松島松島とととと文化遺産文化遺産文化遺産文化遺産をををを生生生生かしたかしたかしたかした地域活性化事業地域活性化事業地域活性化事業地域活性化事業のののの取取取取りりりり組組組組みについてみについてみについてみについて」」」」

森田 義史（松島町 教育委員会生涯学習班） 14：10～ 14：40

テーマテーマテーマテーマ：「：「：「：「よみがえるよみがえるよみがえるよみがえる東北文化東北文化東北文化東北文化」」」」

〈〈〈〈パネリストパネリストパネリストパネリスト〉〉〉〉

・・・・新野 一浩 （瑞巌寺 宝物館学芸員）

・・・・森田 義史 （松島町 教育委員会生涯学習班）

・・・・荒木 志伸 （山形大学基盤教育院 准教授）

・・・・佐藤 琴 （山形大学基盤教育院 講師）

〈〈〈〈コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター〉〉〉〉

・・・・山本 陽史 （山形大学基盤教育院 教授）

第一部第一部第一部第一部 講講講講 演演演演 (13:10～14:40)

第二部第二部第二部第二部 パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション (14:50～16:00)

受付開始： 11月月月月6日日日日((((木木木木)))) 9時から時から時から時から

※受付開始日前の申込みは無効となります。お申込み方法は、裏面申込書をご覧ください。

定員定員定員定員 200200200200名名名名

参加無料参加無料参加無料参加無料

（先着順）

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度「「「「山形大学山形大学山形大学山形大学 奥奥奥奥のののの細道細道細道細道マイスターマイスターマイスターマイスター養成事業養成事業養成事業養成事業」」」」及及及及びびびび

「「「「松島町松島町松島町松島町のののの文化遺産文化遺産文化遺産文化遺産をををを活活活活かしたかしたかしたかした地域活性化事業地域活性化事業地域活性化事業地域活性化事業」」」」公開講座公開講座公開講座公開講座

開会挨拶開会挨拶開会挨拶開会挨拶 (13:00～13:10)



ふ り が な

お 名 前

（生年月日） （ 年 月 日生 ）

性 別

男・女

ご 住 所

〒 -

連絡先電話番号

ご自宅： - -

携帯電話： - -

E-mail @

山形大学からの連絡方法

希望に○をつけてください

郵送 ・ ご自宅電話 ・ 携帯電話 ・ Eメール

〈申込先〉 山形大学EM部社会連携課

FAX：023-628-4491
E-mail：k-sangaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

「「「「奥の細道奥の細道奥の細道奥の細道マイスターマイスターマイスターマイスター養成養成養成養成講座公開講座公開講座公開講座公開講座講座講座講座」」」」及び「及び「及び「及び「松島町の松島町の松島町の松島町の文化文化文化文化

遺産遺産遺産遺産を活かした地域活性化事業公開を活かした地域活性化事業公開を活かした地域活性化事業公開を活かした地域活性化事業公開講座」講座」講座」講座」申込書申込書申込書申込書

お申し込みの際は、以下に必要事項をご記入の上ファックスをお送りいただくか、以下の

情報を入力してE-mailをお送りください。

なお、平成２６年１１月６日平成２６年１１月６日平成２６年１１月６日平成２６年１１月６日((((木木木木))))午前９時前午前９時前午前９時前午前９時前のお申し込みは無効となりますので、ご注意

ください。

※今回記載していただいた個人情報は、この催しに関する事務処理のみに使用いたします。

※※※※会場である「松島町文化交流観光交流館」の駐車場は、数に限りがございま会場である「松島町文化交流観光交流館」の駐車場は、数に限りがございま会場である「松島町文化交流観光交流館」の駐車場は、数に限りがございま会場である「松島町文化交流観光交流館」の駐車場は、数に限りがございま

すので、公共交通機関をご利用いただきますようお願いいたします。すので、公共交通機関をご利用いただきますようお願いいたします。すので、公共交通機関をご利用いただきますようお願いいたします。すので、公共交通機関をご利用いただきますようお願いいたします。



 

プレス通知資料               （概 要） 

                               平成２６年１１月５日 

山 形 大 学 

 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．浦戸諸島かき祭りの開催 

被災地復興応援ツアーとして、宮城県塩釜市浦戸桂島において、浦戸諸島かき祭り～生産者とふれ

あうかき食べ放題ツアー～を開催します。かき祭りでかきを食べて住民ガイドと巡る桂島散策を楽し

みませんか！松島の絶景ハイキング、震災復興への取り組み、かき漁師と巡る漁場見学クルージング

など様々なかきへの取り組を見ることができます。このツアーは、山形大学観光再生プロジェクトで

企画し、ツアーのサポートは山形大学生が行います。乗車、降車場所を、山形大学、山形駅、山形県

庁前から選んでツアーに参加していただきます。 

◆日 時： １１月１６日（日） 

◆参加費： ３，０００円（昼食代、ガイド講師料、漁場見学料含む）  

◆定 員： 先着２０名 ※１１月７日(金)申込締切 

 

２．第４回安達峰一郎記念世界平和弁論大会の開催  

山形大学都市・地域学研究所が主催し、山形の偉人安達峰一郎を記念した中高生による平和弁論大

会を開催します。４回目となる今年は、北は北海道、南は宮崎県から計５１６名にご応募いただきま

した。本選出場者は２０名。安達峰一郎の出身地である山辺町の共催で行います。参加は無料で、事

前申込も不要です。 

なお、同日午後６時より優秀者を祝う会を国際ホテルで開催しますので、こちらに参加を希望され

る方は、１１月１７日（月）までお申し込みください。（参加費6,000円） 

◆日 時：１１月２２日（土）１３：００～１７：００ 

◆場 所：山形大学小白川キャンパス 基盤教育２号館２２２教室 

 

３．山形在来作物研究会公開フォーラムのお知らせ 

 山形在来作物研究会では毎年公開フォーラムを開催しており、今年は「お米の博物学事始め－‘亀

ノ尾’発祥の地から－」をテーマに庄内町で開催します。 

開催地の庄内町は、‘コシヒカリ’や‘つや姫’などのコメの主力品種のルーツの一つである品種

‘亀ノ尾’の発祥の地です。いつの時代も私たちの主食であり続けるコメを改めてさまざまな角度か

らとらえるとともに、コメを活用した新産業創造の可能性についても展望し、コメとその利活用の未

来についてグローバルな視点から考えるフォーラムにしたいと思っています。入場は無料。 

◆日 時：１１月２９日（土） １４：００～１７：００  

◆場 所：庄内町商工ふれあい会館「コア・アルザ」 

◆主 催：山形大学農学部 ◆共催：庄内町新産業創造協議会、山形在来作物研究会 

 



４．山形大学校友会支援事業「山形大学卒業生講演会」の開催 

人文学部と理学部の同窓会組織である「ふすま同窓会」と山形大学校友会との共催により、「山形 

大学卒業生講演会」シンポジウム『活躍する山形大学卒業生』 ～私にとっての山形大学とは？～を

開催します。本学の卒業生４名がシンポジストとして参加します。 

◆日 時：１２月６日（土）１３：００～１５：００ 

◆場 所：山形大学 基盤教育１号館 １１２教室 (山形市小白川キャンパス) 

◆シンポジスト： 

倉金 徹 氏（株式会社 旭ブレインズ 取締役・中小企業診断士） 

碇 真実 氏（青年海外協力隊員としてニジェール、ジプチに理数科教師として赴任） 

伊藤 さよ 氏（山形県警察本部刑事部科学捜査研究所化学担当） 

ゾマホン・スールレレ 氏（日立製作所） 

◆対 象：山形大学在学生、卒業生、教職員（参加費は無料） 

 

 

 














